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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,8298 3,8977 +0,0679 3,4808 +0,4169

対円 JPY 31,47 30,80 -0,67 35,74 -4,94

対ユーロ BRL 4,3254 4,4573 +0,1319 3,8554 +0,6019

対ドル JPY 120,57 120,01 -0,5600 124,39 -4,3800

対ユーロ JPY 136,11 137,24 +1,13 137,79 -0,55

Index 48.553 48.551 -2 47.217 +1.334

bps 376,8 377,7 +0,9 304,4 +73,3

% 15,19 15,36 +0,17 13,64 +1,72

% 15,05 15,12 +0,07 14,10 +1,02

% 0,340 0,340 +0,000 0,333 +0,007

Index 199,0 198,2 -0,8 196,5 +1,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットデータ
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Treasury Department

注目のＦＯＭＣは昨日、「最近の世界的な経済・金融情勢は経済活動をやや抑制する可能性があり、短期

的にインフレの一層の下向き圧力をかける可能性が高い」と指摘した上で、大方の市場参加者の見通し通り、

政策金利の据え置きを決定した。会合後に行われた記者会見においてイエレン議長は、「海外での不確実

性の高まりと、予想されるインフレの道筋がやや弱まったことを考慮し、インフレ率が中期的に２％に上昇し

ていくという自信を強めるため、労働市場のさらなる改善を含め、一層の証拠を待つのが適切と判断した」と

発言。ＦＲＢは従来から、利上げのタイミングとして、「インフレ率が中期的に２％の目標に戻っていくと合理

的に確信した場合」という条件を挙げている。これを受け、ドルレアルスポット相場は３．８８台から３．８３台半

ばまでドル売りが進行。イエレン議長自身は、年内利上げを否定してはいないものの（「毎回の会合で誘導

目標の変更を決定することができ、それに１０月も含まれるのは確か」との見解を示した）、全体としては声明

がハト派な内容であったことからマーケットの利上げ期待は後退した。

レアル相場は一時レアル高に傾いたが、ブラジル野党がルセフ大統領の弾劾要求を議会に提出（昨年の

大統領選挙で自身に有利になるよう財政を不正操作）したことで、再びレアル売りとなった。


